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｢山本宣治殉難の地碑｣設置の歴史的瞬間に立ち会って

－その今日的意義を考える 労働者教育協会理事藤田廣登

ー

没後九○周年の年に

今年は､”我らのやません”と民衆から親しまれた山本宣治が、一九二九年三月五

日、国会で治安維持法改悪に絶対反対を貫き、その夜、内務官僚に使唯された右翼暴

漢に虐殺されて九○周年になります。

この記念すべき年に、絶命の地・千代田区神保町に山本宣治を顕彰する記念碑が設

置され､去る三月一七日に除幕式と記念のつどいが開催され､關東一円から一八○人

が参列し献花しました。

この事業は、千代田区の「まちの記憶保存プレート」設置事業に東京山宣会が申請

し、審議。認可を経て千代田区が「まちの記憶保存事業」として位置付け記念プレー
ト(碑)を設置したものです。

その銘文には、英訳文とともに東京山宣会が申請した文言の多くが取り入れられ、
次のように刻まれています(写真参照)。




